
 

文 教 委 員 会 参 考 資 料 
 
 

 

【令和５年度教育費予算 主要施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 
教 育 委 員 会 事 務 局 

1

１－１－２



 

＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-3260 内） 50101 

   １１５，５６６，４９９千円 （対前年度比：＋３．４％） 

＜主な事業＞ 

  「生きる力」を伸ばし、人間としての在り方生き方の軸をつくる教育の推進      

キャリア在り方生き方教育の推進                  ７，２３２千円 

○「キャリア在り方生き方教育」について、キャリア在り方生き方ノートやキャリア・パスポート

を活用しながら、小学校から高等学校までの計画的・系統的な実施に向けた取組を推進します。 

確かな学力と豊かな心の育成に向けた取組          ４，０８３，７１２千円 

○一人ひとりの「生きる力」を伸ばしていくため、学ぶ意欲・態度を育むことを大切にしながら、

「確かな学力」「豊かな心」を育てる取組を推進します。 

・英語でコミュニケーションする機会の充実のため、ＡＬＴ（外国語指導助手）を配置 

・学校司書を配置している小学校を 70 校から 92 校に拡大（拡充） 

・「かわさきＧＩＧＡスクール構想」の一層の推進と併せて、教育関係のシステム最適化に向け

た各システムの現状調査の実施（新規） 

・市学習状況調査の対象を小５・中２から小４～中３へ拡充し、全校で実施（拡充） 

 健康給食の推進                    １２，０２７，９２７千円 

○野菜を豊富に取り入れ、食材や味付けにこだわった川崎らしい特色ある健康給食を実施します。 

  一人ひとりの教育的ニーズへの対応                                     
特別支援教育の充実                     １，２７７，６８８千円 

○特別支援学校における医療的ケア児の通学支援を新たに実施します。（新規） 

○中央支援学校高等部分教室及び大戸分教室の狭あい化等に対応するための整備に取り組みます。 

○特別支援学級に外部人材を活用した介助・支援を実施します。（拡充） 

○通級指導教室の支援充実に向けて、エリア拠点校を２校から３校に拡大します。（拡充） 

○小・中・高等学校への特別支援教育サポーターの配置を拡充し、一人ひとりの子どもの状況に応

じた支援の充実を図ります。（拡充） 

児童生徒への支援と相談の場の充実               ６９８，１３４千円 

○スクールカウンセラー・スーパーバイザー、スクールソーシャルワーカー及び相談室の心理臨床

相談員を増員するなど、児童生徒一人ひとりに寄り添った支援の更なる充実を図ります。（拡充） 

○オンライン学習サービスの活用を継続し、不登校児童生徒の学習を支援します。 

日本語指導等の充実                        １１４，３９４千円 

○小・中学校等において日本語指導を担当する非常勤講師や初期支援員の配置、通訳・翻訳の取組

を実施することで、海外帰国・外国人児童生徒のニーズに応じた支援を推進します。 

  市民の文化芸術活動の振興                                          

文化財の保護・活用と魅力ある博物館づくりの推進        ８５５，９８１千円 

 ○国史跡橘樹官衙遺跡群について、史跡指定地の公有地化、調査研究及び史跡整備を推進します。 

○ふるさと納税を活用したクラウドファンディングで古代衣装を制作し、橘樹官衙遺跡群の各種イ

ベントで活用します。（新規） 
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  安全で快適な教育環境の整備                                 

学校安全対策の推進と教育環境の整備                ７３２，２９４千円 

（令和４年度補正予算対応 ６２４，５２９千円） 

○地域社会全体で学校の安全確保に取り組み、防犯力の向上や防災教育の充実により、総合的な安 

全対策を推進します。また、教育環境の向上を目指し、普通教室、特別教室等の空調設備の更新

及び新設、バリアフリー化、学校施設の防災機能の強化等を進めます。 

・エレベータの設置に向けた設計の実施（１校） 

学校施設長期保全計画の推進                 ３，１４０，０９７千円 

（令和４年度補正予算対応 ５，３４８，７７２千円）  

 ○「学校施設長期保全計画」に基づき、改修による再生整備・予防保全を実施し、より多くの学校

の教育環境の改善と長寿命化による財政支出の縮減を図ります。 

・実施校数 校舎 41 校、体育館 14 校【補正含む】 

児童生徒の増加や義務標準法の改正に対応した教育環境の整備 ４，４６６，４６２千円 

（令和４年度補正予算対応 １２１，８５８千円） 

 ○児童生徒の増加や 35 人学級の段階的実施に対応した校舎増築や小学校新設の取組を進めます。 
・鷺沼小学校及び登戸小学校の校舎増築設計の実施（新規） 
・新川崎地区の小学校新設に向けた校舎新築工事の実施 

  自ら学び、活動するための支援                                          

生涯学習環境の整備                    １，６４０，４５４千円 

○地域ぐるみで子どもの育ちを支える仕組みづくりを目指し、Ｋａｗａｓａｋｉ教室シェアリング

プロジェクトやみんなの校庭プロジェクトなど、学校施設の更なる有効活用を推進します。 

○既存施設（労働会館）の活用による川崎区の市民館整備に向けて、改修工事等を行います。 

○宮前市民館・図書館の鷺沼駅周辺への移転・整備に向けて、基本設計等を行います。 

図書館の運営                          ９４０，８４３千円 

○新しい生活様式に対応した非接触・非来館型の電子図書館サービスを試行導入します。（新規） 

  学校の教育力の向上                                            
地域等による学校運営への参加促進                            ９，５９４千円 

 ○学校・家庭・地域社会が一体となって学校運営に取り組む学校運営協議会を設置する学校（コミ   
ュニティスクール）を 56 校から 96 校に拡大します。（拡充） 

学校運営体制の再構築等                                     ６２５，３３１千円 

○教職員の負担軽減の推進のため、中学校において教職員事務支援員の勤務時間数を増加します。

また、部活動指導員の複数配置（２名）を中学校 13 校で実施するとともに、高等学校１校での

配置を新たに実施するほか、休日の部活動の地域移行に向けた取組を推進します。（拡充） 

  家庭・地域の教育力の向上                                            

 地域の寺子屋事業の推進                    １２６，４８７千円 

○地域ぐるみで子ども達の学習や体験活動をサポートする「地域の寺子屋」を、全小中学校での実

施に向けて随時開講します。また、寺子屋先生の養成を図ります。（拡充） 
地域における教育活動の推進                    ４５，２８７千円 

○「川崎市子ども会議」等の充実により、子どもの育ちと意見表明を促進します。 
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